
恵庭市町内会連合会報 2023 年 1 月１日vol.16

発　行　恵庭市町内会連合会
事務局　恵庭市役所生活環境課  電話／0123-33-3131（内線1181）

募集
紙面で紹介したい
“ユニークな活動をしている人”
“がんばる人”の情報を
お寄せください。

恵庭市
町内会連合会報

2023.1
vol.16

恵
庭
市
町
内
会
連
合
会
会
長
　

　
　
　
　  

北
林
　
　
優

令
和
５
年
の
新
春
を
迎
え
て

令和4年度 活動記録
R4.2.18　

R4.2.28　

R4.3.15　

R4.4.15　

R4.4.22

R4.5.11　

R4.5.26　

R4.6.17　

R4.7.14　

R4.8.24　

R4.9.29　

R4.10.18 

R4.11.4　

R4.11.25 

R4.11.30

R4.12.20

定期総会（書面）

第１回役員会

第２回役員会

第３回役員会

市理事者と町内会・自治会長との
懇談会（予算概要説明会）

第４回役員会

自治活動研修視察

親睦交流会（パークゴルフ）

第５回役員会、
セーフティハウス旗寄贈

第６回役員会

第７回役員会

道央ブロック町内会活動研究大会

第８回役員会

第９回役員会

活動研究大会

市理事者と町内会・自治会長との
懇談会
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迎
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自治活動研修視察

　4月22日（金）に恵庭市理事者・各部長と町内会長・自
治会長との懇談会が開催されました。この懇談会では、
恵庭市町内会連合会の主催により、町内会と市理事者･
各部長の顔合わせ、市の新年度の予算概要や事業説明
などのほか情報や意見交換を行っています。出席した町
内会・自治会長からは、地域防災、公共施設の整備、空
き家、新型コロナウイルス感染症の情報発信といった質
疑が出されるなど、活発に意見交換が行われました。

　

さ
て
、
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６
月
25
日
（
土
）
〜
７
月
24
日
（
日
）
の
１
か
月
の
開
催
期
間
中
に
、
こ
の
メ
イ
ン
会
場
に
は
約
34
万

人
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。
町
内
会
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合
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と
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ト
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と
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近
年
町
内
会
は
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
、
役
員
の
担
い
手
不
足
や
加
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し
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ま
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努
め
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最
後
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
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っ
て
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康
で
幸
せ
に
溢
れ
た
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
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げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

親睦交流会
（パークゴルフ）

恵庭市理事者と町内会・自治会長との懇談会
（予算概要説明会）

活動研究大会 セーフティハウス・
こども110番旗寄贈

　５月2６日（木）に令和４年度自治活動研修視察を開
催し、30名の町内会・自治会長が参加しました。北広島
市に建設中の日本ハムファイターズの新球場“ボール
パーク”とガーデンフェスタ北海道2022のメイン会場花
の拠点“はなふる”の2ヶ所を見学しました。両研修地と
も、工事着工中ということもあり、完成に向けて作業が
着 と々行われている様子を見ながら、担当者の方から貴
重なお話しを聞くことができました。

　6月17日（金）、コロナ禍において開催
ができずにいた親睦交流会を4年ぶりに
開催しました。当日は、あいにくの雨で一
時プレーを中断するハプニングもありま
したが、4コース36ホールを無事にホール
アウトでき、熱
戦が繰り広げら
れた個人部門で
は幸町の福本会
長が優勝をかざ
りました。

　恵庭市建設業協会がこどもたちの見守
り活動に繋げようと2010年から行ってい
る取組で、市内の通学路に掲示するため
に町内会に協力依頼がされました。
　寄贈された旗は各町内会に2枚ずつ配
布し、町
内の目立
つ場所に
設置して
います。

町内会・自治会活動にできる
ことから一緒に参加してみま
せんか？
　町内会・自治会は防災や環境美化
活動など様 な々分野において地域づ
くりに取り組んでいます。

　11月30日（水）に「市民意識調査から
見る町内会・自治会の現状と課題」を
テーマに活動研究大会を開催しました。
講演では、「今後力を入れてほしいこと」
や「町内会の役員について」、「非加入者
に加入してもらうために行うべきこと」等
の様 な々観点から説明がありました。
　その後に行われた意見交換・情報共
有では、町内会の情報発信手段として
ホームページの活用方法等についての意
見が活発に交わされるなど、市町連とし
ても課題解決に向けて取り組まなければ
ならないことを改めて考えさせられました。
今後、市との検討を重ね、よりよい地域づ
くりに努めて参ります。



防災訓練の実施について駒場町北町内会

みんなで楽しく防災まつり島松旭町町内会

「防災」町内会事業として、
こんな活動をしています！

２度消えた学び舎～松園小学校～ 文責 ： 恵庭昭和史研究会　
　　  林　嘉男

　私の通った松園小学校は今では恵庭市史で、その名と存在を知るのみとなりました。松園小学校は明治22年
（１８８９年）、福本幸次郎外有志の寄付により私立松園尋常小学校として開校されました。福本幸次郎は私の
曽祖父にあたります。松園の校名は萩（山口県）の士族、廻神美成（めぐりなりよしなり）初代校長によって命

名、設立されました。廻神校長信奉する同郷の吉田松陰の名前から一字を拝借し松園とし
たと云われています。
　私が入学したのは昭和16年4月。その年の12月には太平洋戦争が勃発。世の中は「欲しが
りません勝までは」の時代で農村部まで戦争の波が押し寄せてくる時世でした。
　家は東2線沿の上山口地区で学校までは6キロ、徒歩で通学。「よい子」「強い子」「賢い
子」の教育目標通り、恵庭の中心校という存在でした。今も思い出すのは、帽子をかぶった
まま、職員室に入ろうとして、男先生にストーブの横に置いてあった火

掻き棒で叩かれたことです。庇った右腕が負傷したことから、先生が家まで謝りに来ました。でも、父親が「お前が
そそっかしいからだ」と、逆に叱られる始末。先生も父兄の関係も身近で地域や学校を第一に考える時代でした。
　昭和20年9月21日、不慮の失火で校舎は全焼。掘り抜き井戸での散水では火は止められず、千歳や北広島から
消防団が駆けつけてきてくれた時には学校はすでに跡形もなく消えてまいした。
　その後、幾多の変遷を経て、昭和46年に農村地区の学校統合により、基線沿いに移転新築し統合校「松恵小学
校」となりました。
　82年間にわたって恵庭の中心校として、優れた人材を輩出した輝かしい歴史を持つ松園小学校を思う時、私は2
度消えた学び舎を想像により、思慕することしかありません。

えにわ
歴史散歩

町内会再生ワークショップを開催
黄金北町内会

お話を聞かせてくれた方
福本  登志夫さん
 （87 歳）末広町在住

昭和初期の松園小学校(三村名鑑)

　島松旭町町内会では、8月21日
（日）にあさひ公園で「防災まつり」
を約150名の参加のもと開催しまし
た。
　町内において防災事業をすることが
初めての試みであったことから、大人
から子供まで幅広く楽しめる防災活動
を目的として計画しました。
　内容は、家庭における災害時の訓練
として消化訓練・チラシで紙コップ紙
皿づくり、防災に関する基礎知識を学
ぶことを目的とした公園内散策○×ク
イズ・防災○×クイズ、その他にも炊

き出し訓練、非常食の配給、福祉相談
会や車いすの試乗・簡易担架による搬
送訓練を実施し、最後に参加者全員で
屋外シェイクアウト訓練を行いイベント
は終了しました。
　今後も毎年防災活動を継続し、自
助・共助・公
助の知識を深
めて災害に強
いまちづくり
を進めていき
たいと考えて
おります。

　駒場町北町内会では、６月２６日
（日）に駒場公園及びこまば交流館に
おいて防災訓練を実施しました。
　震度６強の地震が発生したことを想
定し、放送で一時避難所である駒場公
園への避難を呼びかけ、参加者は安否
確認票を掲示し避難を開始しました。
　避難が完了した後は、防災装備品の
展示・説明や消火訓練体験、避難所開
設時の受付要領の確認にあわせて収容

避難所であるこまば交流館までの経路
の確認も行いました。
　交流館では、消防職員よりＡＥＤ使
用方法について説明を受け、参加者36
名は半日防災について学んだことで知
識の向上を図ることができたと思いま
す。
　また、日頃なかなかお会いする機会
の少ない近隣の方と触れ合うことがで
きたのも大収穫だと思いました。

　黄金北町内会では、ここ数年「会員
の減少」「役員の高齢化となり手不
足」「役員の負担増」「行政からの依
頼増」など多くの課題に直面しながら
も解決策を話し合う場がありませんで
した。そこで今年度は役員会の会合を
利用し3回のワークショップを行いま
した。
　ワークショップの進行は恵庭市民
ファシリテーター組織の「ファシらさ
るチーム・アジト」に依頼。事前に町
内会役員へのヒアリングを行い、ワー
クショップの進め方を検討してもらい
ました。
　第１回目のワークショップでは、
ワークショップに慣れることと、沢山

話して楽しく終わることを目的としま
した。5つのグループに分かれ、話し
合うテーマは「町内会の良いところ、
変えた方がいいと思っているところは
ありますか？」として話し合いがス
タート。話し合いの後に各グループか
ら発表をしてもらい終了しました。
　思っていた以上に町内会が必要だと
感じている人が多く、沢山の良いとこ
ろや課題が出てきました。また、この
ように自由に意見を言える場が必要
だったと多くの参加者が話されていた
ことが印象的でした。
　第2回、第3回のワークショップで
は、1回目に出た課題をどのように解
決できるかを話し合い、沢山のアイデ

アが生まれました。
　会費を出していない人も町内会員と
する考え方。やりたい人が参加するボ
ランティア制度。町内会活動とその意
義を知ってもらう為の広報誌の発刊や
ホームページの開設。SNSを利用した
情報の受発信などなど、来年は出来る
事から一歩ずつ進めて行く事になりま
した。
　ワークショップは来年以降も開催
し、よりよい地域づくりのために多く
の人たちが参加できる町内会活動を目
指します。

※「ファシリテーション」とは、会議やミーティ
ングを円滑に進める技法のことで、その役割
を担う人を「ファシリテーター」と呼びます。

防災さんぽ北柏木町内会
　北柏木町内会では、災害が起きた時
に一人も被災者を出さないことを最大
の目標とし、継続した防災意識向上の
ために防災事業に力を入れています。
その中で、コロナ禍でも接触をできる
だけ減らした活動ができるように思案
を巡らせ考案した”防災さんぽ”を令和
２年度より実施し、今年度も７月３日（日）
に防災訓練の一端として実施しました。
　この事業は、家族での防災会議を積
極的にPRし、災害時における家族内で
の役割分担の確認を行ってもらうこと、
散歩をしながら避難所（柏陽中学校）ま
での経路と危険個所の確認をしてもら

うというものです。ゴール箇所に指定し
た避難所では防災備品の展示を行い、
町内会の備蓄状況について参加してい
ただいた会員の皆さんにお伝えできた
と思います。
　また、10月に北海道町内会連合会主
催のブロック別町内会活動研究大会に
おいて、取組事例を発表する機会をい
ただきました。今
後、全道で“防災
さんぽ”の取組
をされる町内会
が増えることを
期待しています。

「ファシらさるチーム・アジト」の打合せ 活発な意見交換が出来ました 最後はグループごとに発表


